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は じ め に 

 

新しい学習指導要領に基づいた教育が２０２０年度から小学校で、２０２１

年度からは中学校で、いよいよ始まることになります。「生きる力」を育むとい

うこれまでの理念は変わらないものの、「主体的・対話的で深い学び」を軸に「小

学校第３・４学年の外国語活動」「第５・６学年の外国語科」「プログラミング

教育」など、より効果的で新たな教育の実現が求められます。 

本市におきましては、学校教育の中心施策として取り組んでいる「幼小中一

貫教育」が今年度で１３年目を迎えました。これまで各学校園においては、幼

小中一貫教育を核とし、校区の実情に応じた特色ある学校園づくりを推進して

きました。そして平成２８年度からは「かしわらっ子はぐくみプラン（第１期

柏原市学力向上３カ年計画）」を策定し、「すべての子どもたちに確かな学力を！」

を目標に市全体で学力向上方策の充実に取り組んできました。その結果、成果

指標としていた「全国学力・学習状況調査での平均正答率を全国並みにする」

という点において、平成３０年度については、小学校は平成２８年度から上昇

して全国平均との差はごくわずかなところまできています。中学校は全国及び

大阪府より下回りましたが、同一児童・生徒の経年比較で見ますと、この２年

は小学校時よりも伸びていることがわかり、一定の成果が見られました。しか

しながら、「各教科の正答率４０％以下と８０％以上の児童・生徒の割合を全国

並みにする」という成果指標については、４０％以下で小学校算数Ｂが、そし

て８０％以上で小学校国語Ａと中学校国語Ａのみが達成したという状況であり

ます。また市の学力向上の重点項目としてきた「書くこと」については、成果

が見られる学年や教科・領域が出てきたものの、問題の趣旨を的確に読み取る

力に課題があることがわかりました。その他、質問紙調査からは、基本的な生

活習慣の定着が高いことが窺える反面、家庭学習の時間が少ないことは、やや

改善されてきているものの依然として大きな課題として残っています。これら

の状況と学力との関係についても詳細に分析することにより、家庭への啓発を

進めるとともに、教育委員会と学校が連携・協力して学力の向上に取り組んで

いく必要があります。 

このような観点から、今年度より新たに「かしわらっ子はぐくみプラン（第

２期柏原市学力向上３カ年計画）」を策定し、３つのテーマと７つの取組により、

教育委員会、学校、家庭が一体となって柏原のすべての子どもたちに確かな学

力を育んでいきます。 
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【目 標】 

 

 

 

 

 

【取組について】 

平成２８年度より、「かしわらっ子はぐくみプラン」を策定し、第１期柏原市

学力向上３カ年計画を立てました。本市の子どもたちの学力は、全国学力・学

習状況調査においての全国との比較で見ますと改善に向かいつつありますが、

目標としていた全国水準には届いていない状況であります。そこで、今年度か

ら第１期の３年間で特に課題として残った項目に焦点をあて第２期として同プ

ランを策定し、学力向上のための取組の推進を図っていきたいと考えています。 

「確かな学力」の育成には教育委員会・学校・家庭が連携した教育力が必要

になります。この三者が連携・協働しながら一体となって取り組み、目標の達

成に繋げていきます。 

柏原市では新たに平成３１年度より学力向上に向けて、以下の３つのテーマ

と７つの取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

１．繋がりのある学び 

取組①：幼小中一貫教育の推進 

取組②：「書く力」や「読み取る力」の向上を図る「わかる授業」づくり 

取組③：英語教育の推進 

 

２．ビジョンのある研修 

取組④：研修の充実・推進（ＩＣＴを活用した授業づくりの研修を含む） 

 

３．広がりのある連携 

取組⑤：基本的生活習慣の定着  

取組⑥：家庭学習習慣の定着 

取組⑦：読書習慣の定着 

 

すべての子どもたちに確かな学力を！！ 

～教育委員会・学校・家庭が連携した取組の推進～ 
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第１章 取組①～⑦の内容と教育委員会・学校・家庭の役割 

 

１．繋がりのある学び 

 

≪取組①：幼小中一貫教育の推進≫ 

柏原市におきましては、学校教育の中心施策として取り組んでいる「幼小中

一貫教育」が今年度で１３年目を迎えました。「かしわらっ子はぐくみ憲章」で

謳われるめざす子ども像の実現のために、「柏原市幼小中一貫教育基本方針及び

実施計画」に基づき現在、学校・家庭・地域が一体となり、各校区で特色ある

取組が着実に積み上げられています。この間で校種間連携も随分進み、各中学

校区で校種を越えて共に会議や研修をする機会も定着しました。また幼児・児

童・生徒が直接触れ合い、交流する行事も様々な形で行われており、豊かな心

の育成に繋がっています。今後はこれまでに培われた各校区における取組を検

証・整理し、好事例の共有や活用をより進めていく必要があると考えています。 

そのために市費講師である幼小中一貫教育推進教員を有効に活用して、校種

間連携及び学校間連携を更に進めます。そしてどの校区においても足並みが揃

い、１１年間の子どもの発達を見とおした系統性・連続性のある教育を充実さ

せることにより学力の向上を図ります。 

 

 

【教育委員会の取組】 

・幼小中一貫教育推進教員の配置 

・幼小中一貫教育コーディネーター連絡会の実施 

・外部人材を活用した分析・効果検証 

・幼小中一貫教育の成果の発信・広報 

・幼保一体化に向けたカリキュラムの策定・検証 

 

【学校園の取組】 

・幼小中学校園間における交流の充実 

・１１年間を見とおした教育課程の効果検証 

・中学校区における研修体制 

 

 

【家庭の取組】 

・学校行事や健全育成会主催の行事等への積極的な参加や協力 
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≪取組②：「書く力」や「読み取る力」の向上を図る「わかる授業」づくり≫ 

 

これまでの全国学力・学習状況調査や中学生チャレンジテスト等の結果から、

児童・生徒の無回答率が減少していることがわかっています。これは、児童・

生徒の書くことに対する意識が高くなり、同時に書くことを苦手と感じる児

童・生徒の割合が減少したことが考えられます。そして、最後まで諦めずに問

題を解こうとする力が付いたものとも考えています。しかしながら、「記述式」

問題に特化して見ると、正答率や無回答率にはまだまだ課題が多く、この「書

く力」の育成は、柏原市の継続すべき目標であります。今後、新しい学習指導

要領による教育へと移行していく中で、「書く力」は「活用・表現」という観点

からも大変重要であり、確実に育んでいく必要があると考えています。 

そこで、第２期学力向上計画においては、無回答率の減少はもとより、「記述

式」問題の正答率向上を図り、同時に子どもたちに「わかる」楽しさを実感さ

せるための授業改善に取り組んでいきます。教員は知識を教えることだけでは

なく、子どもたちに様々な情報や図表等から求められているものが何であるか

を興味付け理解させ、必要な情報を読み取る力の育成をめざします。また、「記

述式」問題での解答をどの教員が見ても同じ評価が出せるよう、ルーブリック

（目標達成度を評価するために、それぞれの達成レベルを一覧表にしたもの）

等の研究や作成を行い、評価に活用するとともに、そこから自校の児童・生徒

の分析を行い今後の授業づくりに生かしていきます。 

 

 

【教育委員会の取組】 

・「記述式」問題に向けた授業づくり研修の実施 

・各校の授業研究会等での指導助言 

・ルーブリック等の研究・作成に向けた助言 

 

【学校の取組】 

・児童・生徒の「記述式」問題に関する課題の分析 

・考査における「記述式」問題の作成及び分析・検証 

・ルーブリック等の検討・作成 

・児童・生徒の学習意欲を高める「わかる授業」づくりの推進 
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≪取組③：英語教育の推進≫ 

 

２０２０年度から新しい学習指導要領が小学校から順次実施されます。小学

校では、これまで高学年（第５学年及び第６学年）で行っていた外国語活動を

中学年（第３学年及び第４学年）から行うこととなり、新たに「外国語科」を

設け高学年にて実施することとなりました。中学年では年間３５時間、高学年

では年間７０時間の標準授業時数が設けられ、「話すこと」の領域は「発表」と

「やりとり」に分割されて、加えて高学年においては、「読むこと」及び「書く

こと」の領域が追加されました。中学校においては、「英語で授業を行うことを

基本とする」と明記され、語彙数においても戦後最大数の習得が必要となるな

ど、大きな変革を迎えますが、中学生チャレンジテストの平均正答率では大阪

府を下回るなどの課題が見られます。２０２０年に東京オリンピック、２０２

５年には大阪万博が開催されるなど、これから国際的視野を持って活躍する人

材が求められる世の中になるため、児童・生徒の英語活用力の育成は非常に大

切であります。 

そこで、ＡＬＴの有効な活用や、ティームティーチング、習熟度別少人数指

導等を活用し、全ての児童・生徒が確実に必要な力が身につくための授業を行

っていきます。また、小学校の外国語科の導入に伴い、幼小中一貫教育の利点

を活かして、中学校教員を柱とした中学校区での推進を図っていきます。そし

て小学校教員及び中学校教員への授業づくり研修、大阪府教育庁主催のリーダ

ー研修受講者による市域への普及研修等、今後も引き続き、実践的な外国語指

導を探求する取組を進めていきます。 

 

 

【教育委員会の取組】 

・英語教育推進委員会を中心に、系統だった年間研修計画の立案と実施 

・外国語教育の研修の充実 

・ＡＬＴの配置 

・各校の授業研究会等での指導助言 

 

【学校の取組】 

・担任主導による授業の充実（小） 

・中学校教員を柱とした中学校区での外国語教育の推進 

・ＩＣＴ機器（音声教材や映像教材等）を有効に活用した授業づくりの研究 

・積極的な公開授業の推進（リーダー研修受講者の普及研修も含む） 
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２．ビジョンのある研修 

 

≪取組④：研修の充実・推進（ＩＣＴを活用した授業づくりの研修を含む）≫ 

 

学力向上を図っていくためには、個々の教員の指導力や授業力を向上させ魅

力ある授業のできる教員を育成するとともに、学校や教科等の課題を分析し学

校が組織的に対応する研修体制を構築することが不可欠です。さらに、各学校

で行っている研修が児童・生徒の学力向上につながるためには、児童・生徒の

現状を把握・分析し、実態に合った目標や研究テーマを設定する必要がありま

す。そのため、これからは児童・生徒の変容をもとに目標や研究テーマ、取組

を見直し改善していくというＰＤＣＡサイクルを確立し、校内研修をさらに充

実・推進させていきます。 

また、経験年数の浅い教員の増加による指導力の低下は、全国的な課題とな

っています。そのために、ＯＪＴの視点で日常的な研修をとおして教員の指導

力を向上させるシステムを確立し、教員の育成に努めていきます。 

併せて、今後順次導入していくＩＣＴ機器を有効に活用し、「わかる授業」づ

くりを推進するための組織づくりや研修・研究も進めていきます。 

幼稚園においては、学力の基盤となる自制心や意欲、忍耐力など非認知的能

力を育てることが大切です。この非認知的能力を高める環境づくりを全ての教

員が取り組めるように研修を進めていきます。 

 

 

【教育委員会の取組】 

・新学習指導要領の趣旨に沿った「主体的・対話的で深い学び」の推進を図る

研修の充実 

・経験の浅い教員を対象とした「フレッシュ研修」の実施 

・ＩＣＴ機器の整備及び活用に関する研修の実施 

・ＩＣＴ活用推進委員会及びＩＣＴ教育推進リーダー会議の設置・運営 

・校内研修での指導助言 

 

【学校園の取組】 

・校内研修体制のＰＤＣＡサイクルの確立 

・研究テーマや重点テーマに基づいた授業研究及び研究協議の実施 

・ＯＪＴによる研修体制の確立 

・ＩＣＴ教育推進リーダーを中心とした、ＩＣＴ機器を活用した授業の実践 

・非認知的スキルを高める環境づくり研修の推進（幼） 
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３．広がりのある連携 

 

≪取組⑤：基本的生活習慣の定着≫ 

 

子どもたちの基本的な生活習慣の確立が、子どもたちがよい状態で学習や学

校生活に臨むことができるという点で、学力の支えになっています。事実、全

国学力・学習状況調査の結果からも、生活習慣が学力と深くかかわっているこ

とがわかっています。そして子どもたちが健やかに成長していくためには、適

切な運動、調和のとれた食事、十分な休養・睡眠が大切ですが、柏原の子ども

たちには、「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という成長期の子どもにと

って当たり前で必要不可欠な基本的生活習慣にも課題は見えます。こうした基

本的生活習慣の乱れは、学習意欲だけでなく、体力や気力の低下の要因の一つ

として考えられます。 

そのため、これからは学校や家庭で規律・規則正しい生活の大切さを子ども

と一緒に話し合う機会を持ち、規則正しい生活を送ることによって気持ちよく

学習に取り組めること、そしてそれが成果に繋がることを実感させるような取

組を進めていきます。また柏原市の子どもたちはスマートフォン等の所有率が

全国に比べ高い傾向が見られます。メディア接触の低年齢化や長時間化は直接

的な人と関わる体験の不足を招きます。それが睡眠不足やコミュニケーション

能力の低下などを生じさせ、その結果、生活習慣の乱れに繋がっていきます。

そのため、今後は子どもたち自身がそれらのメディアについての危険性を理解

し、適切に使用できるように指導していきます。そして触れる時間についての

ルールについても家庭でよく話し合い、それを守らせられるよう啓発していき

ます。 

 

【教育委員会の取組】 

・学校園や家庭に向けた啓発 

 

【学校園の取組】 

・学習規律の確立 

・家庭との連携、学校での情報共有 

・連携の取れた指導体制の確立 

 

【家庭の取組】 

・規則正しい生活習慣（早寝、早起き、朝ごはん）の励行 

・スマートフォンやゲーム機等の管理と使用のルールづくり及びルールの遵守 
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≪取組⑥：家庭学習習慣の定着≫ 

 

柏原市の教育において、家庭学習時間の短さは大きな課題の一つだと言えま

す。全国学力・学習状況調査においても、近年の各学校における取組の成果も

あり、学校以外での毎日の学習時間が３０分以下の児童・生徒の割合はやや改

善傾向ですが、依然として全国と比べて高いのが現状です。学習内容の確実な

定着を図り、主体的な学習態度を育成していくためには、授業だけではなく、

家庭における学習が不可欠です。また、家庭学習を充実させることは、生涯に

わたって学び続ける学習習慣の確立にもつながります。 

そのため、これからは「家庭学習の手引き」の作成など、これまで学校が取

り組んできたことを検証し、更に効果的なものへと発展させていきます。また、

各学校での好事例を交流し、市全体へと広げていくようにしていきます。その

他、家庭で宿題に取り組むことが授業での理解に繋がることを実感させるため

に、宿題と授業の関連付けを進めていきます。そして何より家庭学習をするの

は各家庭であることから、学校と保護者が連携して子どもたちに働きかけ、家

庭学習の習慣化を図っていきます。 

 

 

【教育委員会の取組】 

・学校や家庭に向けた啓発 

 

【学校の取組】 

・学校全体での宿題や家庭学習の在り方の共通理解 

・自発的な学習に繋がる授業づくり 

・「家庭学習の手引き」等の作成及び配付 

 

【家庭の取組】 

・学習習慣の確立及び学習環境づくり 

・宿題の確認 
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≪取組⑦：読書習慣の定着≫ 

 

平成３０年３月に策定した「柏原市第２次子ども読書活動推進計画」におい

ては、「子どもたちを取り巻く環境が複雑化し、数々のメディアが混在している

中では、状況に応じて必要な情報を取捨選択したり解釈したり、目的に応じて

編集したり表現したりする能力が求められる」、また「いま一度、本を通して活

字に触れることで言語能力を高める必要がある」としています。次世代を担う

子どもたちを、主体的に言語を操ることができる力をもった大人へと育むため

に、本を読むことは必要不可欠です。 

全国学力・学習状況調査の質問紙調査の結果によると、柏原市の読書が好き

という児童・生徒の割合はこの５年間で改善傾向にあります。そのため、これ

からは、以前から多くの学校で行われていた「朝読書」のような一斉読書や、

読書ボランティアによる読み聞かせをはじめ、家読（うちどく）ノートやビブ

リオバトル（書評合戦）、図書館司書によるブックトーク、学校司書による学校

図書館の充実や調べ学習においての学校図書館の活用など、子どもたちにとっ

て本や読書が身近に感じられるような取組を更に推進していきます。 

 

 

【教育委員会の取組】 

・学校司書の配置と学校図書館支援指導員の派遣 

・市立図書館との連携 

・「子ども読書活動推進計画」の啓発 

 

【学校園の取組】 

・家読ノートの活用やビブリオバトル等の読書推進のための取組 

・学校司書の効果的な活用 

・日常的な読書活動の位置づけ 

・学校図書館の充実 

 

【家庭の取組】 

・読書習慣の位置づけ 

・保護者による本の読み聞かせ 

・保護者の読書習慣の位置づけ（保護者が本を読む姿を子どもに見せる） 

・市立図書館の積極的な利用 
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第２章 学力向上を趣旨とした組織体制  

 

「学力向上を図るための基本的な方針」に基づき、本市の子どもたちの確か

な学力の定着や学びへの意欲の向上をめざし、学力向上に繋がる具体的な取組

みを調査･研究･計画するため、平成２１年度から、教育委員会、校長会、教員

で構成する「学力向上推進委員会」を組織し、平成２６年度からは更に有識者

や小中学校の代表校長等からなる「学力向上対策委員会」を設置し運用してき

ました。今後も全国学力・学習状況調査や中学生チャレンジテスト、かしわら

っ子はぐくみテスト等の分析を行い、課題を明確にしながら、その課題を解決

するための計画を立て効果的且つ迅速に対応できる組織運営をめざします。 

 

（今後の進め方について） 

・学力向上対策委員会のメンバー構成は、広く学力向上について意見を聴取す 

るという観点から、学力向上について識見を有する者、小中学校の代表校長、

教育委員会事務局の代表者で構成します。 

・学力向上推進委員会のメンバー構成は、本市の子どもたちの学力向上をめざ

す観点から、各学校の学力向上担当教員、小中学校の代表校長、指導主事等

で組織します。さらに新たに導入するＩＣＴ機器を活用した授業づくりの観

点から各学校のＩＣＴ教育推進リーダーも部分的に参加します。 

・各委員会で検討した内容等については、教育委員会、校長会、教頭会、教職

員との情報共有を図り、円滑な実践へと繋げます。 

・各年度における全国学力･学習状況調査、中学生チャレンジテスト、かしわら

っ子はぐくみテストの結果等を分析し、取組の成果を検証するとともに、次

年度以降の取組に反映させます。 

・学力向上は、早急な取組が必要であることから、検討した内容等について教

育委員会での内部調整や各学校での取組体制の整備を図り事業を展開します。 
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第３章 取組を支える市の施策 

 

（１）教員研修 

大学教授や指導主事等、教科指導等に熟練した経験豊かな人材を講師に迎

え、教員が教科の授業について学ぶ研修を実施します。また、初任者教員を

はじめ、２年目教員や５年目教員、１０年目教員、講師等、幅広く研修を開

催し、資質向上を図ります。 

 

（２）かしわらっ子はぐくみテスト 

児童・生徒の学力と学習状況を継続的に把握するために、小学校第１学年

から第６学年までの全児童を対象に、「かしわらっ子はぐくみテスト」を実

施します。その結果から各校が実施してきた取組を検証することにより、教

育活動の効果的な工夫改善を図ります。 

 

（３）小学校（中学校）英語指導事業（ＡＬＴの配置） 

２０２０年の小学校学習指導要領改訂にともなう外国語教育の早期化・教

科化、２０２１年の中学校学習指導要領改訂に対応した教育施策の一環とし

て、小・中学校にネイティブ英語指導者（ＡＬＴ）を配置します。外国語（英

語）や外国の文化・生活に触れる機会を提供し、国際理解教育を進め、コミ

ュニケーション能力の向上及び国際交流を図ります。 

 

（４）学校図書館支援指導員 

読書活動に理解のある地域の人材を学校図書館支援指導員として、柏原市

立の幼稚園・小学校に派遣し、園児・児童に読書の楽しさ、おもしろさを体

験させるとともに、学校図書館や絵本室の環境整備を図ります。主として園

児・児童に「読み聞かせ」を行い、蔵書整理及び読書啓発活動等の支援も行

います。 

 

（５）学校司書 

学校司書を配置し、学校図書館の環境整備を行うとともに、柏教研図書

館部会、公立図書館、学校、教育委員会の連携を強化します。また、学校図

書館を活用した授業や読書指導に関する研修の充実に努め、調べ学習用図書

を充実させ、学校司書が配置されている中学校区の取組を市内へ普及させま

す。 
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（６）スタディ・アフター・スクール 

学力向上を図るには、授業改善とともに、家庭学習習慣の定着が求められ

ます。そのため、小学校において、平日の放課後に、大阪教育大学、関西福

祉科学大学等の学生や地域ボランティアのサポートにより、学習活動を中心

に活動を行うことをとおして、学力やコミュニケーション能力などの育成を

図ります。 

 

（７）学力向上推進講師及び学力向上推進補助指導員 

専門的な技術・指導力のある民間教育産業の人材を学力向上推進講師とし

て中学校に派遣し、生徒の学力向上に向けた取組を支援します。また、教育

に熱意を持つ大学生等を学力向上推進補助指導員として派遣し支援します。 

 

（８）学校教育支援指導員 

幼児教育・学校教育における学習支援の重要性に鑑み、地域の教育力や外

部の支援を活かし、学習機会の提供を積極的に行うために、専門的な技術指

導力を備えた適切な地域の人材を学校教育支援指導員として、学校園に派遣

します。また、学校活性化に貢献でき、教育に強い熱意をもつ大学生から児

童・生徒への支援と協力を得ます。この事業を通じて、学校園と地域ならび

に大学等との連携の促進及び開かれた学校園づくりの発展に努めます。 

 

（９）適応指導教室補助指導員（ふれあいフレンド） 

不登校の児童および生徒に対して、学生ボランティアや教職経験者からな

る適応指導教室補助指導員（ふれあいフレンド）を適応指導教室に派遣し、

学校や家庭において不安や悩みを抱える子どもや保護者の思いを受けとめ、

相談活動や学習支援等を継続的に行い、学校復帰への支援を行います。 

 

（１０）日本語指導員 

柏原市立の各学校園に編入している帰国、渡日の園児・児童・生徒に対し

日本語の指導を行い、その保護者には日本語通訳を派遣することにより、当

該園児・児童・生徒の就学及び日常生活が適切に行われることを目的としま

す。また、必要に応じて教職員と連携し、学習支援を行います。 

 

（１１）学力向上支援教材ネット配信 

学校専用に開発された教材配信システムを用いて多様なプリントを授業

と連携させて作成し、学びを連続させます。特に家庭学習（宿題等）に活用

し、子どもたちの自学自習力の向上に繋げていきます。また、授業での活用
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（少人数、習熟度別授業等）、朝学習、放課後学習、家庭学習、適応指導教

室、特別支援、スタディ・アフター・スクール、不登校支援等、あらゆる場

面での活用の充実を図ります。 
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第４章 学力向上の指標と目標値 

 

 学力というのは知識だけではなく、その知識を活用して課題を解決したり自

身の考えを深めたり新しいものを創りあげたりするという総合的な力のことで

す。そのため筆記試験という手段で測定できるのはあくまでも学力の一側面と

いうことになりますが、その力を客観的に見るための指標の一つではあると考

えます。つきましては、この学力向上計画において引き続き「全国学力・学習

状況調査」を成果指標とし、以下の点で検証していきます。 

 

 

（１）全体的な学力の状況をみるために 

 全国学力・学習状況調査の国語と算数・数学の平均正答率について、全国の

平均正答率を「１」として算出した数値（対全国比）を指標とします。（平成

３０年度までは両教科ともにＡ、Ｂ調査に分かれていましたので、その平均

値で算出しています。） 

 

（２）児童生徒の学力分布（学力低位層、学力高位層の割合の変化）をみるた

めに 

 正答率４０％以下および正答率８０％以上の児童生徒の割合について、全国

の正答率を「１」として算出した数値（対全国比）を指標とします。（①と同

様に、平成３０年度までは両教科ともにＡ、Ｂ調査に分かれていましたので、

その平均値で算出しています。） 
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【目標値】 

全国学力・学習状況調査 

  項目  H28 H29 H30 H3１ H3２ H3３ 目標値 

①
全
体
的
な
状
況 

小
学
校 

国語の平均正答率 
市 0.96 0.95 0.98    1.00 以上 

学校        

算数の平均正答率 
市 0.9５ 0.98 0.99    1.00 以上 

学校        

中
学
校 

国語の平均正答率 
市 0.97 0.96 0.95    1.00 以上 

学校        

数学の平均正答率 
市 0.96 0.96 0.91    1.00 以上 

学校        

  項目   Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ H3１ H3２ H3３ 目標値 

②
学 

力 

の 

分 

布 

小
学
校 

国語 

４０％

以下 

市 1.14 1.12 1.13    1.00 以下 

学校        

８０％

以上 

市 0.87 0.85 0.96    1.00 以上 

学校        

算数 

４０％

以下 

市 1.24 0.99 1.03    1.00 以下 

学校        

８０％

以上 

市 0.77 1.00 0.96    1.00 以上 

学校        

中
学
校 

国語 

４０％

以下 

市 1.31 1.40 1.22    1.00 以下 

学校        

８０％

以上 

市 0.89 0.92 0.95    1.00 以上 

学校        

 

数学 

 

４０％

以下 

市 1.14 1.18 1.21    1.00 以下 

学校        

８０％

以上 

市 0.86 0.89 0.70    1.00 以上 

学校        

 

 

 

 

 

 

 


